
統
一
地
方
選
挙
と
同
時
に

行
わ
れ
た
衆
・
参
の
補
欠
選

挙
で
は
、
自
民
党
は
５
議
席

中
４
議
席
を
占
め
ま
し
た
。

岸
田
首
相
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

訪
問
な
ど
が
若
干
の
支
持
率

を
押
し
上
げ
ま
し
た
。
党
内

で
は
「
辛
勝
」
で
あ
り
、
野

党
が
候
補
者
を
一
本
化
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
助
け
ら
れ

た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

来
年
９
月
が
岸
田
首
相
の

総
裁
任
期
満
了
で
、
今
年
９

月
あ
る
い
は
年
末
ま
で
に
解

散
・
総
選
挙
に
打
っ
て
出
る

と
の
見
方
も
出
て
い
ま
す
。

今
、
国
会
内
で
は
岸
田
内

閣
の
暴
走
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

５
年
間
で
43
兆
円
の
大
軍
拡

予
算
を
始
め
、
次
々
と
悪
法

が
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
違
反
の
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
を
実
践
す
る
安

保
３
文
書
の
財
源
と
な
る

「
軍
拡
財
源
確
保
法
案
」
や
、

「
武
器
輸
出
三
原
則
」
を
投

げ
捨
て
る
「
軍
需
産
業
支
援

法
案
」
。
原
発
を
40
年
か
ら

60
年
に
最
大
活
用
す
る
方
針

の
大
転
換
の
「
原
発
推
進
等

５
法
案
」
（
Ｇ
Ｘ
電
源
法
案
）
。

移
民
・
難

民
の
人
権

を
脅
か
す

入
管
法
。

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
強
要
に
よ
り

来
年
10
月
に
健
康
保
険
証
を

廃
止
。
中
小
零
細
業
者
に
ま

で
消
費
税
を
課
税
さ
せ
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
強
行
等
で

す
。
こ
れ
ら
は
全
て
「
戦
争

国
家
づ
く
り
」
の
た
め
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
や
医
療
費
の
個
人
負
担

増
。
介
護
保
険
の
縮
小
な
ど

社
会
保
障
の
削
減
も
目
白
押

し
で
す
。

岸
田
首
相
自
ら
「
戦
後
の

安
保
政
策
の
大
転
換
」
と
位

置
づ
け
、
歴
代
政
権
が
掲
げ

て
き
た
「
専
守
防
衛
」
の
原

則
さ
え
捨
て
て
し
ま
い
ま
し

た
。「

九
条
の
会
」
創
立
者
の

一
人
で
あ
っ
た
加
藤
周
一
さ

ん
は
「
戦
争
の
準
備
を
す
れ

ば
戦
争
に
な
る
確
率
が
大
き

い
。
平
和
を
望
む
な
ら
戦
争

を
準
備
せ
よ
じ
ゃ
あ
な
い
、

平
和
を
準
備
し
た
方
が
い
い
」

と
発
言
し
て
い
ま
す
。

「
新
し
い
戦
前
」
か
ら
再

び
戦
後
を
つ
く
ら
な
い
た
め

に
、
今
の
日
本
を
見
極
め
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
市
議
会
議
員

野
村
貞
夫
）
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日本共産党我孫子南地域後援会

発行責任者 木村 文次

南地域後援会は本町・寿・緑・若松・栄・白山・船戸・新田がエリア

今
年
は
童
話
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の

作
家
、
新
美
南
吉
生
誕
１
１
０
年
▼

に
い
み
な
ん
き
ち

い
た
ず
ら
狐
の
ご
ん
は
、
川
で

き
つ
ね

兵

十

が
捕
っ
て
き
た
ウ
ナ
ギ
を
盗

ひ
ょ
う
じ
ゅ
う

ん
で
し
ま
う
。
し
か
し
兵
十
の
母
の

葬
式
を
見
た
ご
ん
は
、
ウ
ナ
ギ
は
病

気
の
母
に
食
べ
さ
せ
た
か
っ
た
の
で

は
と
考
え
、
兵
十
に
償
い
を
し
よ
う

と
、
山
で
栗
や
松
茸
を
採
っ
て
は
、

こ
っ
そ
り
兵
十
の
家
に
置
い
て
お
き

ま
し
た
。
し
か
し
あ
る
日
、
ご
ん
が

ま
た
悪
戯
に
来
た
と
勘
違
い
し
た
兵

十
は
、
火
縄
銃
を
手
に
取
り
…
▼
１

９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
に
初
め
て

小
学
４
年
生
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

て
以
降
、
現
在
で
は
全
て
の
小
学
４

年
生
の
教
科
書
に
掲
載
し
て
い
る
新

美
南
吉
の
代
表
作
▼
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

は
主
人
公
ご
ん
の
死
で
終
わ
る
悲
劇

の
物
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
科
書

や
絵
本
で
長
く
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
▼

新
美
南
吉
は
、
悲
哀
の
中
に
こ
そ
愛

が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

た
と
え
現
実
が
思
い
通
り
に
い
か
な

く
て
も
、
人
は
誰
か
の
優
し
さ
に
支

え
ら
れ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
作

品
で
訴
え
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
▼
と
こ
ろ
で
、
火
縄
銃
で
う
た

れ
て
ば
た
り
と
た
お
れ
た
ご
ん
。
昨

年
銃
撃
さ
れ
た
元
総
理
を
連
想
す
る

か
ら
と
い
う
理
由
で
教
科
書
か
ら
外

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の

は
考
え
す
ぎ
か
。

（
緑

Ｓ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９３０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

補
欠
選
挙
の
結
果
は

日本を見極めにゃー

▼場所 湖北・古利根沼と中里通り

散策 （雨天中止）

▼日時 ５月13日(土)10:05我孫子駅

改札集合（10:15発の成田線に

乗車予定です）

▼昼食 湖北で各自購入し公園でとる

予定です。15:00頃解散予定

湖北 .散策のお知らせ

主催 日本共産党我孫子南地域後援会

３
月
26
日
に
開
催
さ
れ

た
市
政
を
語
る
会
で
は
、

参
加
者
か
ら
様
々
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
公
園
坂
通
り
の
一
方
通

行
化
や
電
柱
の
撤
去
に
つ

い
て
住
民
と
の
話
し
合
い

は
」
「
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま

ま
の
手
賀
沼
の
噴
水
は
」

「
水
の
館
は
ど
う
な
る
」

「
市
役
所
の
建
て
替
え
は

何
時
ご
ろ
何
処
に
」
「
我

孫
子
東
邦
病
院
の
移
転
先

は
」
「
人
口
を
増
や
す
た

め
に
成
田
線
の
増
発
と
複

線
化
実
現
を
」
な
ど
。

野
村
議
員
の
報
告
で
は
、

市
の
方
針
と
し
て
殆
ど
が

「
検
討
中
」
「
不
明
」

「
市
の
管
轄
外
」
で
、
星

野
市
政
と
し
て
の
取
り
組

み
が
遅
い
と
の
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

同
時
に
、
市
民
か
ら
市

政
に
対
し
て
多
く
の
要
望

が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

市
政
を
変
え
て
ゆ
く
に

は
何
よ
り
も
市
民
の
意
見

が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
編
集
部
）

写
真
は
公
園
坂
通
り

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

Ｓ
ｕ

ｇ
ａ
ｒ

Ｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ

（
5
月
16
日
11
時
オ
ー

プ
ン
）
側
か
ら

解
散
・
総
選
挙
も

戦
争
国
家
づ
く
り

社
会
保
障
の
削
減
も

安
保
政
策
の
大
転
換

野村貞夫

再
び
戦
後
を
つ
く
ら

な
い
た
め
に

市政を語る会 多くの意見が参加者からだされました
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地
下
鉄
千
代
田
線
で
「
ダ
メ

車
両
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
て
２

０
３
系
に
置
き
換
え
ら
れ
た
１

０
３
系
１
０
０
０
番
台
で
す
が
、

登
場
し
て
15
年
で
す
か
ら
廃
車

に
は
未
だ
早
す
ぎ
ま
す
。
そ
の

た
め
「
第
２
の
人
生
」
と
し
て
、

車
両
の
大
部
分
が
地
方
の
ロ
ー

カ
ル
線
用
と
し
て
、
常
磐
線
か

ら
旅
立
ち
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
初
頭
の
地
方

の
ロ
ー
カ
ル
線
で
は
、
ま
だ
旧

型
車
両
が
走
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
置
き
換
え
用
の
新
性
能
電
車

が
必
要
で
し
た
が
、
当
時
の
国

鉄
の
財
政
状
況
か
ら
地
方
の
ロ
ー

カ
ル
線
に
新
型
車
両
を
導
入
す

る
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た

の
が
１
０
３
系
１
０
０
０
番
台
。

地
下
鉄
内
で
発
生
し
た
熱
も

地
上
で
あ
れ
ば
問
題
な
し
。
営

団
車
両
と
比
較
さ
れ
た
乗
り
心

地
も
旧
型
車
両
よ
り
は
ま
し
。

た
だ
地
方
の
ロ
ー
カ
ル
線
で

は
８
両
や
10
両
の
長
編
成
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
２
両
単
位

の
短
編
成
に
改
造
さ
れ
ま
し
た
。

改
造
さ
れ
た
車
両
は
主
に
広

島
地
区
に
残
っ
て
い
た
旧
型
国

電
置
き
換
え
の
他
、
電
化
が
控

え
て
い
る
奈
良
線
・
和
歌
山
線

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

（
も
っ
と
も
当
時
非
電
化
の
奈

良
線
・
和
歌
山
線
で
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
運
転
士
が
職
を
奪
わ

れ
る
こ
と
で
、
労
働
組
合
に
よ

る
「
電
化
反
対
」
の
運
動
も
起

き
ま
し
た
が
。
）

国
鉄
の
民
営
化
後
は
地
方
の

ロ
ー
カ
ル
線
に
も
新
型
車
両
が

導
入
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た

が
、
財
政
事
情
の
き
び
し
い
国

鉄
時
代
は
、
地
方
の
ロ
ー
カ
ル

線
は
大
都
市
圏
を
走
っ
て
い
た

車
両
の
「
お
下
が
り
天
国
」
な

の
で
し
た
。
（
次
号
へ
続
く
）

（
緑

竹
内
）

28

一
、
約
束
し
た
よ
ね
友
達
で
い
よ
う
と

楽
し
い
時
や
悲
し
い
時
も
あ
っ
た
よ
ね

こ
れ
で
君
と
は
お
別
れ
だ
け
ど

今
は
一
緒
に
羽
ば
た
く
時
さ

ま
た
ど
こ
か
で
会
っ
た
時
に
は

僕
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
て
ね

二
、
君
と
の
思
い
出
は
い
つ
ま
で
も
ず
っ
と

僕
の
心
に
残
っ
て
い
る
よ
今
で
も

※
印
繰
り
返
し

10

別れのころ

私
に
と
っ
て
卒
業
式
は
、
不
安
と
期
待
が

入
り
混
じ
っ
た
も
の
で
し
た
。

※

「
カ
ラ
ー
」

若
松
・
高
橋
祥
子

103系1000番台改造車（広島）

今
回
は
、
我
孫
子
２
丁
目
と

３
丁
目
を
巡
り
ま
す
。

我
孫
子
駅
北
口
を
出
て
常
磐

線
に
沿
っ
て
西
に
向
か
い
ま
す
。

丘
の
道
を
横
断
す
る
と
我
孫

子
２
丁
目
で
す
。
日
立
精
機
工

場
の
跡
地
が
マ
ン
シ
ョ
ン
街
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
約
２
５

０
０
世
帯
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

我
孫
子
１
丁
目
か
ら
４
丁
目

は
平
成
18
年
に
住
居
表
示
が
実

施
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
街
は
全

て
我
孫
子
２
丁
目
と
な
り
ま
し

た
。
敷
地
内
に
は
学
校
は
な
く

生
徒
は
、
根
戸
小
と
久
寺
家
中

に
通
っ
て
い
ま
す
。

坂
道
を
上
り
「
グ
ラ
ン
レ
ジ

デ
ン
ス
」
に
沿
っ
て
３
５
６
号

を
西
に
歩
く
と
「
我
孫
子
古
墳

公
園
」
で
す
。
公
園
内
に
あ
る

日
立
精
機
２
号
墳
は
、
７
世
紀

後
半
に
造
ら
れ
た
全
長
30
ｍ
の

前
方
後
円
墳
で
す
。

北
に
向
か
い
左
に
入
る
と

「
我
孫
子

新

宿

南
公
園
」
で

に
い
じ
ゅ
く

瓢

箪

池
が
あ
り
ま
す
。
台
地

ひ
ょ
う
た
ん

で
す
が
、
湧
水
だ
そ
う
で
す
。

池
の
手
前
に
は
「
森
の
中
の

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
が
あ
り
マ

ン
シ
ョ
ン
の
住
民
以
外
の
人
も

入
れ
、
一
杯
１
０
０
円
で
コ
ー

ヒ

ー

が

飲

め

ま

す

。

こ

の
カ
フ
ェ

は

「

シ

テ
ィ
ア
」

が

管

理

し
て
お
り
、
曜
日
で
営
業
時
間

が
違
う
の
で
ご
注
意
を
。
ま
た

こ
の
辺
り
は
春
に
は
桜
見
物
の

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戻
り
東
へ
進
み
、
丘
の
道
を

北
に
向
か
い
ま
す
。
西
側
の
急

な
坂
を
下
り
る
と
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
台
地
沿
い
に
ハ
ケ
の
道
が

続
き
景
色
が
堪
能
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
北
の
６
号
線
ま
で

と
旧
水
戸
道
沿
い
が
我
孫
子
３

丁
目
で
、
ほ
と
ん
ど
が
根
戸
で

し
た
。
さ
ら
に
西
に
進
む
と
崖

沿
い
に
「
我
孫
子

新

宿

北
公

に
い
じ
ゅ
く

園
」
が
あ
り
ま
す

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
我
孫
子
の
地
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史
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我
孫
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古
道
巡
り
冊
子
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￥
３
０
０
で
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分
け
し
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
５
月
末
ま

で
に
、
木
村
ま
で
連
絡
下
さ
い
。
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瓢箪池

ハケの道と住宅

森の中のオープンカフェ 日立精機2号墳

Ｎ
６号線

旧
水
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道

我孫子駅

常磐線

丘の道

我孫子３

我孫子２我孫子古墳公園★

瓢箪池★

カフェ★

我孫子新宿北公園★

北口通り
ハケの道


